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1.1.1.1.1. はじめにはじめにはじめにはじめにはじめに

自然流域の河川は主として太陽光の変化によって

人に与える印象が大きく変わる.そこで河川景観の

評価を行なうには,光源の変化とそれにともなう景

観要素の陰影と色彩変化を考慮する必要がある .

本研究は流量が一定で自然流域と比べて単純な景

観要素をもつ人工的な水辺空間において,光と色彩

の変化が人々の水辺景観評価にどのように変化をも

たらすかを明らかにすることを目的とする .

2.2.2.2.2. 調査と実験の概要調査と実験の概要調査と実験の概要調査と実験の概要調査と実験の概要

(1)対象

人工的水辺空間として福岡市博多区の<キャナル

シティ博多 > の水路を対象とした .その水路長は約

180m,水路幅は平均10m,水深は約60cm,水路の全容量

は1200m3である.被験者は福岡市の大学生20名を 2

組集めて延べ 40 名とした .

(2)調査手順

水面の色彩変化を調べるために色彩色差計 CS-100

(ミノルタ製)を使用した .L*a*b* 表色系によって ,

水面の色彩変化を8:00から2時間ごとに測定した.

ただし 15:00からは30分毎測定.色彩を測定すると

同時に水面をカメラで撮影した（水面の割合25%と

100% を 1 枚ずつ）.

(3)実験方法　　

実験方法のフローチャートを図-1に示す.

撮影した映像をphoto shopで画角を

上下左右約60°となるように合成.

↓

　パソコン画面上で水面の一番明度の低い

ポイントでLの値を測定値にあわせる.

↓

　　　　　　　時間帯別の写真(12枚)から

　　　　　　　66通りの組み合わせを作成.　　　　　　　　

　　　　　　　　　　  　　↓

　　　　　　ランダムに33通り2つに分ける.

　　　　　　　　　　　　　↓

　　　被験者に映像を見てもらい｢好感が持てる｣方を選

　　　んでもらう. モニターの仕様･設定は表-1参照.

　　　　　　　　　　　　　↓

一対比較法1)により偏差率（Z値）の算定.

図-1　心理実験のフローチァート

図-2　実験に利用した映像の例

キーワード：人工水路 ,景観 , 視覚心理実験
〒 813-8503:福岡市東区松香台 2-3-1　Tel:092-673-5691

　　　　　　　　　仕様
CRT サ イ ズ ：45cm/17イ ンチ （画像領域40cm/16イ ンチ 対角長）

蛍光体   ：赤，緑，EBU（中短残特性）
管面処理 ：ぎらつき防止，反射防止，静電防止コーティング

解像度 ：最大表示可能解像度1600ドットX1200ライ ン(ノンイ ンターレース ，
輝度 ：100cdm2(条件：標準白ベタ表示，9300K+8MPCD）
表示サ イ ズ ：312mmｘ234mm（標準）　比率4：3　

表示色 ：5000K～9300K
　　　　　　　　　設定

色温度：9300K・コントラスト：100％・明るさ：100％

　　　　表-1　モニターの仕様と設定

 九州産業大学大学院　学生員  赤司　登

(a)8:00 (b)18:30 



3.3.3.3.3.　結果　結果　結果　結果　結果

(1)好感心理量(偏差率Z)

　図-3は一対比較法で求められた被験者の各映像に

対する評価の結果を示したものである.+側にあるも

の程より好ましいと感じ,-側にあるもの程より好ま

しくないと感じることを示している . この図から

,17時30分以降はいずれも好ましいと評価され,昼間

の時間帯は比較的好ましく評価されてないことが分か

る.

(2)心理量と照度との関係

　図-4は心理量と照度との関係を表している.この

図から好ましいグループとそうでないグループに映像

を分けることができる.照度が上がるにつれ評価が下

がり,評価の分かれ目は350Lux前後にある.　

(3)心理量と明度との関係　　　　　　　　　　

　明度の値が25以下では同様の明度でも肯定的な評

価が与えられる映像と,逆の評価が与えられるものと

に分かれる.一方,明度の値が25以上では評価がいず

れも肯定・否定にわかれることなく一定値 (Z=0)に収

束する(図-5参照).

(4)心理量と彩度の差の関係

　図-6は心理量と彩度の差との関係を表している.

この図から彩度の差つまりコントラストが大きくなる

につれ評価が増していることがわかる。

4.4.4.4.4.　考察　考察　考察　考察　考察

　図-4に示されているように,照度が低いグループ

の方が好ましく思われている.これは夕方になり照明

が点灯することにより,水面の暗い個所と照明で明る

い個所がはっきり分かれ,これが人々に好まれている

と考えられる.このことは彩度の差が大きいと評価が

増すことからも考えられる.また,明度に関して15～

25の値の間で評価が好ましい方と好ましくない方に分

かれている.ここにも照明の影響が考えられる(図-5).

5.5.5.5.5.　まとめ　まとめ　まとめ　まとめ　まとめ

　本研究では,人工水路の色彩測定と一対比較法の心

理実験を行い,水面の色彩と人々の水辺景観評価との

関係を明らかにした.

　今後は照明の用い方についての検討を課題としてい

く予定である．
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図-3　写真の好感心理量 図-4　心理量と照度の関係

図-5　心理量と明度の関係 図-6　心理量と彩度の差の関係
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